










































































































東京国立博物館本異本＝元和三年 (1617) 住吉如慶、文政十二年 (1829) 狩野養信模写
京都市立芸大本、大倉集古館本、異形賀茂祭図巻（個人蔵）田中訥言
4 類　折衷型
① 1 類＋ 2 類
京都府立総合資料館・吉川観方コレクション本（画中詞・妖怪の原型器物名あり）、早
稲田大学図書館本
② 1 類＋ 3 類
スペンサー A 本＝版本『狂画苑』（明和六年序・素絢斎鈴鄰松）にほぼ合致
金刀比羅宮本、仙台市立博物館本、バークコレクション本
③ 1–3 類の折衷混合　島根物部神社本（伝・英一蝶） 結末→雲
＝『怪』（14 号、2003 年 3 月）
まだ、未見のものも多く、完全を期しがたいが、およそはこのような範疇にまとまると思わ
れる。真珠庵本系の 1 類に比して、2 類や 3 類は明らかに後世の道具をもとにした妖怪が登場



































































































































―「妖怪の博物学」『国文学』1996 年 3 月。
―「百鬼夜行の声―スペンサー本『百鬼夜行絵巻』から」『説話の声』新曜社、2000 年。
―「スペンサー本『百鬼夜行絵巻』と幕末の『平家物語』―冷泉為恭と遷都の物語」『文学』2006
年 5, 6 月。
＊なお、稿者の前稿公刊後に、古賀秀和「国立図書館蔵『百鬼夜行絵巻』（詞書付）について」（『文献探
究』四四号　2006 年 3 月）にふれた。国会本とスペンサー本との関連をはじめ、続稿を期したい。
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